
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

っています。そんな中にあって、地元以外からのご

注文が毎年増え続けている状況には感謝の念が絶え

ません。ありがたいかぎりです。 

今後は、ホームページのアクセスアップなどを図

りつつ、広く当社を知ってもらい、自らのスキルを

磨く努力を怠ることなく、これまで以上にたくさん
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私たちが普段使っている方言を伝授します!! 
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ちゃーがつか 意味：恥ずかしい 
佐賀弁の王道です!! 

例：人前で歌うとは、ちゃーがつか!! 

（人前で歌うのは恥ずかしい!!） 

うーか 意味：多い 
少ないは普通に『少なか』です!! 

例：この店は人間のうーかね～。 
（このお店は人が多いね～。） 

ここで出てきたように、人を人間と言うとこ
ろが佐賀以外にもあるのか分かりませんが、
福岡の方からこれに驚いたと聞きました。 

きゃーなえた 意味：疲れた 
ちなみに、疲れるは『きゃーなゆっ』 疲れ
そうは『きゃーなゆっごたー』と言います!! 

例：きゅーは、がばい きゃーなえた～ 

 （今日はとても疲れた） 

↑ ２枚目はコレ 

ちなみに最初に買ったのはコレ↓ 
今
回
は
お
気
に
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り
の
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介
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ま
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皆さま、あけましておめでとうございます。本年もど

うぞよろしくお願いいたします。 

昨年ようやくこのニュースレター「ジキよまんば」を

発行するに至りました。もちろん自分一人だけで出来た

わけではなく、多くのご助言、ご助力によってたどり着

方々からの売上は前期を上

回りました。本当にありが

とうございます。 

粘土や釉薬についての問

できるような情報発信や商品開発を進めてい

きたいと思っているしだいです。 

陶磁器産業全体としては、日本国内どこも

厳しく、衰退傾向に歯止めがかからないよう

です。有田・波佐見など、この地区のやきも

のの生産量は最盛期の五分の一になってしま

粘土の製造元として産地で伝統を守るという点にお

いては、安定供給がわれわれの使命の一つと考え、土づ

くりの基本は祖父の代から変えることなく、品質維持に

努めてきました。 

宅配便で粘土をお届けするお客さまの数は増え、その

くことが出来ました。 
公認会計士山崎隆弘事務所のみなさん、

文章講座で共に学んだみなさん、協力を惜

しまない社員のみなさんにこの場を借り

い合わせも増え、現場で起こって

いる問題点などに対して、私自身

の知識や経験がお役に立てるの

だということを実感できるよう

になりました。さらに問題解決が

てあらためてお礼申し上げます。 

おかげさまで、たくさんの方からお褒めの言

葉や励ましの言葉、期待の言葉をいただき嬉し

い限りです。 の方の役に立つ一年にしたいと思います。あらためまして

今年もよろしくお願いします。 

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す 
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●お正月の出来事● 

１月２日、母方の祖父母の長寿祝いを兼ねて親戚が集ま

りました。祖父が今年で満９０歳に、祖母が満８７歳にな

ります。二人が元気なうちにと、一堂に会する機会を叔父

が作ってくれました。３人の欠席は残念でしたが、母の兄

弟姉妹とその子、孫、総勢３７名での宴会でした。 

↑ １２人のひ孫に囲まれた祖父母 

（一番小さな赤ちゃんはお昼寝中でした） 

高校２年のうちの長女を筆

頭に、生後５ヵ月の赤ちゃん

まで、祖父母からみて曾孫が

１３人。その子たちのため

に、なんとお年玉を用意して

くれていました。ありがと

う！じいちゃん・ばあちゃ

ん。まだまだ元気で長生きし

てください。 



じゃりんこミホの見ている風景 
http://ameblo.jp/toudoyasan-jarinko/ 

☟ブログも Check!!☟ 

言っていました。馬も賢
いものです。 
世の中に自動車が普

及し始めると、馬車の仕
事であった陶石の運搬
と粘土の配達を、トラッ
クを持った運送業者さ
んに委託するようにな
りました。私たちがお願
いしていたのは㈲塩田
運送さん。この頃から今
に至るまで、現在の古川
社⾧のおじいさんの代

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このニュースレターは、これまでご注文いただいた方、サンプルをお送りしました方、名刺交換をさせていただいた方など、ご縁がありましたみなさまに

お送りしております。必要ない方は、たいへんお手数ですがその旨を下記までご連絡ください。 

H
P
 Q

R

コ
ー
ド 

有限会社 渕野陶磁器原料 

〒 849-1426 

佐賀県嬉野市塩田町大字五町田乙 287-1 

 E-mail  info@fromform.jp 
 H P  http://www.fromform.jp 

 T E L  0954-66-4207 
 F A X  0954-66-3747 

会長さんの 昔話 

昔、天草から船で塩田の港に運ばれて
きた陶石は、荷降ろし後、馬車でわれわ
れの工場へ持ってきていました。港へ石を取りに行
くのも馬車、出来た粘土を配達するのも馬車です。 

達は朝５時に、約 30km 離れた伊万里へは朝の３時
に出発。有田行きの場合、有田の手前の岩峠を、伊
万里行きは大川内山の坂を、それぞれ朝の涼しい時
間に登るためです。帰りは空になった荷台に寝てい
ても、無事に家まで連れて帰ってくれていたと父は

あけましておめでとうございます。新年早々、風邪をひきました。
寒いので、みなさんもお体に気をつけて下さいね!!  吉村 

 編集後記  

第４話 

じじじゃゃゃりりりんんんこここミミミホホホののの   

見見見ててていいいるるる風風風景景景   

↑ 大正時代の港近くの様子 

↑ 現在の陶石の入荷の様子 

私が小さい頃、父
が馬車で配達をし
ていました。一回に
持っていく粘土は
たしか 2000 斤(1200
キロ)。荷車を引っ
張る馬の手綱を持
って一緒に歩いて
行っていたそうで
す。ここから約 20km
離れた有田への配

 
毎号 

拡大中！？ 

その４ 

↑ 

昭
和
４０
年
代
、 

船
か
ら
の
陸
揚
げ
の
様
子 

その後、生産量が増
えるにつれ配達は自
分たちで行い、陶石の
運搬はわれわれより
トラックが大きかっ
た運送業者さんに再
度お願いするように
なり、やがて船から
10 トンの大型ダンプ
での陸送へと変わり、
塩田港は閉港となり
ます。 

からのお付き合いです。 
昭和 37 年 12 月、高校３年の冬に私がわが家で初

めて自動車の運転免許を取りました。すぐさま父は
中古の四輪軽自動車を買いました。高校卒業後の４
月には２トンの貨物の三輪車に買い換え、それから
のおよそ４年間は運送業者さんに代わり、自分たち
で港へ陶石を取りに行き、粘土の配達も私がする
日々が続いていたように思います。 
船が入港すると、すぐさま陶石の運搬です。40

トンほどの陶石を手で積み、持ち帰るとまた手で降
ろしていました。朝早くから夕方遅くまで、港と工
場の間を一日 13 往復して運んでいました。その当
時、道路はもちろん舗装なんてされていません、砂
利道です。 

↑ 同窓会。中学時代美術部だった

メンバーと顧問の先生 

多
少
は
お
し
と
や
か
に
見
え
る
は
ず
?! 

↓ 会場にて、友達と!! 

写メ大会の 

一部 

＼(＾o＾)／ 

成人式を間近に控えた１２月２８日。顔の皮が

はがれるという悲劇が…(泣) その上、皮膚科

はすでに正月休み。このままじゃ当日お化粧が

出来ない!! タイムリミットが迫る中、夜更かしと

３日坊主の自分を改め、早寝と保湿を繰り返し、

なんと以前よりツルピカリンに!! ギリッギリ間

に合いました…。 

 １月４日。この日が地元白石町の成人式。心

配していた天気は、前日までの雨の予報。それ

がこの日の朝、くもりの予報に変わり、式が始ま

 次の日、「あんたの晴れ着姿を見るとは、次は結婚式か

な？」と祖母。 …ばあちゃん、いつになるか分からんよ(泣) 

                  吉村 美穂 

る午後には、太陽がまぶしいほどの晴

天に!! 日頃の行いが良いということか

な(*^_^*) 

 当日は５時起床、６時半から隣町の美

容室で髪のセットとメイク。その後、さら

に離れた佐賀市内まで移動し、振袖の

レンタルをしたお店で着付けと撮影。朝

からバタバタでした(>_<) 

 移動した会場で、久しぶりに再会した

同級生たちは、綺麗になった人やイケメ

ンになった人がたくさんいました!! で

も、激痩せしていて「誰っ!?」という人も

いてビックリ!! 

慣れない着物と睡魔に戦いぬいた

式のあとは、懐かしい面々との記念写

真大会!! これでもかというほど撮りま

くりました(笑) 

 家に帰り、夜からの同窓会に行くた

めに洋服にチェンジ。帯がずっと苦し

かったので、やっと開放されるー!!とい

う気持ちと、せっかくの振袖を半日も経

たずに脱ぎたくない!!という気持ちが

ゴチャゴチャになりつつも着替えまし

た。「あーあ、もったいないねぇ」という

祖母の声を背中で聞きながら…。 

 同窓会では、ほとんどの人が５年ぶ

り。外見は変わっても、中身はみんな

変わらないなー。…と思っていまし

たが、１時間も経つと、人が変わっ

たように酔っぱらいだし、お酒って

怖い!!と本気で思いました(-_-;) 

 ちなみに私は最後までシラフだ

ったので酔って何か失敗した、とい

うような面白いエピソードはない

です(笑) 

うちのネコ、福くん 

日差しがまぶしい!! 


